
■現状と課題

１．人 口 （ 人口と世帯の推移、人口の将来推計、人口の分布、推計人口の分布、区域別人口、人口集中地区、人口動態 ）

２．土地利用 （ 土地利用、開発許可、新設住宅着工、低未利用地、空き家 ）

３．経済活動 （ 産業構造、商業 ）

４．都市機能 （ 施設分類別立地状況、都市機能の立地状況、生活サービス施設の利便性・持続可能性 ）

５．交 通 （ 交通ネットワークの状況、自動車、公共交通の利便性・持続可能性 ）

６．災 害 （ 土砂災害、水害、都市の安全性 ）

７．地 価 （ 地価の動向、地価の実態 ）

８．財 政 （ 財政規模、 財政構造、 公共施設の将来更新費用推計 ）

９．市民意向把握 （ 交通手段、よく利用する場所、利用満足度、必要な施設、充実すべき施設 ）

現状データの更新

１．人 口 ⇒ 人口減少、生産年齢人口の転出

２．土地利用 ⇒ 郊外化、空き家

３．経済活動

４．都市機能

５．交 通 ⇒ 路線バスの廃止路線の増加

６．災 害 ⇒ 防災指針

７．地 価 ⇒ 地価の動向

８．財政

９．市民意向把握

都市構造上の問題点 (P78-79)

① 定住や移住の促進による人口と地域社会の維持

② 少子化への対応

③ 高齢化への対応

④ 無秩序な郊外化の抑制と人口密度の維持

⑤ 安心・安全への対応

⑥ 生活利便性と生産性の向上

⑦ 魅力ある拠点形成による賑わいや交流の創出

⑧ 利用しやすい公共交通ネットワークの再構築

⑨ 持続的な行政サービスの提供

都市構造上の課題 (P80-81)

周南市立地適正化計画 ５年見直しの検証方法の概要

PLAN(計画)

・計画の見直し

・施策の見直し

・都市マスとの整合等

DO(実行)

・施策の実施

・モニタリング

CHECK(評価)

・進捗状況を分析評価

・目標達成状況の評価

ACTION（改善）

・計画の改善

・施策の改善

5年目
【5年目】

4年間の進捗状況等を総合的に評価し、社

会経済情勢の変化等を踏まえて計画の見

直しを行う。

【1年目～4年目】

2年ごとにD→C→Aのサイクルを実施し、進

捗状況等の評価を行う。

DO(実行)
・施策の実施

・モニタリング

CHECK(評価)
・進捗状況を分析評価

・目標達成状況の把握

ACTION（改善）

・施策の改善

2年目

4年目

DO(実行)
・施策の実施

・モニタリング

CHECK(評価)
・進捗状況を分析評価

・目標達成状況の把握

ACTION（改善）

・施策の改善

■計画の進行管理と評価 ■５年見直しの概要

社会経済情勢の変化
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都市機能誘導施設

歩行者通行量

20～39歳人口の

社会増減数

検証視点

① 誘導施設の増減数

② 誘導施設の分布

③ 誘導施設以外の生活サービス施設の動向

④ 歩行者通行量の推移

⑤ 20～39歳人口の社会増減数の推移

⑥ 男女別・年齢別の社会増減数の推移

分析項目

誘導方針１

利用者ニーズ等を踏まえた生活サービス施設の維持、適切な更新及び

計画的な立地により、生活利便性を向上させる。

誘導方針２

多世代が交流できる施設や新たな価値を付加する施設を整備して、

生活の質と都市の魅力を高める。

誘導方針３

将来を担う若い世代の就労・結婚・妊娠・子育てを支援する施設や

サービスを充実する。

都市機能の誘導に関する方針 進捗管理上の評価

・都市機能誘導施設の数、分布

・拠点形成の状況

・20～39歳人口の社会増減数

■都市機能誘導の進捗状況の評価

居住の促進に関する方針

促進方針１

市街地の拡大を抑制しながら、快適な都市環境を整備して、

人口密度を維持する。

促進方針２

防災対策等と併せて、居住に適した生活環境への定住を促進し、

市民の安心安全を確保する。

促進方針３

地域特性等に応じたきめ細かな土地利用等により定住を促進し、

持続可能な都市を実現する。

人口密度

防災

（防災指針）

新築住宅戸数

検証視点

① 人口と人口密度の推移

② 人口密度の分布

③ 人口増減数の分布（H22とR2）

④ 年齢別人口の分布と推移（H22、R2）

⑤ 開発・新築動向

⑥ 新築住宅戸数と分布

分析項目 進捗管理上の評価

・人口密度の推移

・新築戸数の分布

・居住促進区域内での建築動向

■居住促進の進捗状況の評価

都市施設の立地を誘導するために講ずべき施策

1) 既存の都市機能の維持・改善

2) 都市拠点の特性に応じた新たな都市機能の集約

3) 女性や子育て世代の暮らしを支える都市機能の充実

4) 電解コンビナート等の地域資源の活用

5) 適正な規模の都市拠点の形成

6) 魅力ある都市環境の推進

7) 公民連携の推進

8) 交通結節機能の強化

実施している施策

1) 既存の都市機能の維持・改善

2) 都市拠点の特性に応じた新たな都市機能の集約

3) 女性や子育て世代の暮らしを支える都市機能の充実

4) 電解コンビナート等の地域資源の活用

5) 適正な規模の都市機能の形成

6) 魅力ある都市環境の推進

7) 公民連携の推進

8) 交通結節機能の強化

庁内調査を実施

今後、実施すべき施策

1) 既存の都市機能の維持・改善

2) 都市拠点の特性に応じた新たな都市機能の集約

3) 女性や子育て世代の暮らしを支える都市機能の充実

4) 電解コンビナート等の地域資源の活用

5) 適正な規模の都市機能の形成

6) 魅力ある都市環境の推進

7) 公民連携の推進

8) 交通結節機能の強化

進捗管理上の評価、実施施策などから

今後実施すべき施策の検討

居住を促進するために講ずべき施策

１） 街なか居住の推進と快適な居住環境の形成

２） 既存住宅の活用と優良な住宅の供給

３） 災害リスクの軽減

４） 多様な生活スタイルの実現

５） 移住・定住の推進

６） 適正な土地利用の推進と市街地の抑制

７） 公民連携の推進

８） 公共交通ネットワークの維持・改善

実施している施策

１） 街なか居住の推進と快適な居住環境の形成

２） 既存住宅の活用と優良な住宅の供給

３） 災害リスクの軽減

４） 多様な生活スタイルの実現

５） 移住・定住の推進

６） 適正な土地利用の推進と市街地の抑制

７） 公民連携の推進

８） 公共交通ネットワークの維持・改善

庁内調査を実施

今後、実施すべき施策

１） 街なか居住の推進と快適な居住環境の形成

２） 既存住宅の活用と優良な住宅の供給

３） 災害リスクの軽減

４） 多様な生活スタイルの実現

５） 移住・定住の推進

６） 適正な土地利用の推進と市街地の抑制

７） 公民連携の推進

８） 公共交通ネットワークの維持・改善

進捗管理上の評価、実施施策などから

今後実施すべき施策の検討


